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令和元年度 成人式
８月 15 日、若者センターで成人式が行われました。
式典に参加した 40 人は、成長した友達の姿に笑顔を
浮かべ、思い出話に花を咲かせていました。

（詳細は公民館報をご覧ください。）
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決
算
の
概
要

平成 30 年度

　＊村税の内訳
　固定資産税…1 億 9,275 万円
　村民税…　　1 億 7,830 万円
　たばこ税…　　　1,804 万円
　軽自動車税…　　1,961 万円
　入湯税…　　 　   294 万円

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
０
】

　

村
税
は
、
村
民
税
の
増

で
前
年
度
比
０
・
２
％
増
の

４
億
１
２
３
１
万
円
、
歳

入
の
半
分
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
前
年
度
比
１
・
６
％
減
の

18
億
２
９
１
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
関
係
の
交
付
金
事
業
分
の

減
少
に
よ
り
、
国
・
県
支
出
金
は
、
前

年
度
比
10
％
減
の
３
億
３
３
７
６
万

円
、
基
金
等
の
繰
入
金
は
前
年
度
比

33
・
５
％
減
の
１
億
４
３
５
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
訳
は
、
財

源
不
足
を
補
う
た
め
の
財
政
調
整
基

金
が
１
億
円
、
役
場
新
庁
舎
建
設
に

伴
う
公
共
施
設
建
設
事
業
基
金
が

２
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
債
は
村
道
改
良
工
事
や
小
中

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
、
除
雪
車
の
更
新
等

を
実
施
す
る
た
め
に
過
疎
債
を
発
行

し
た
ほ
か
、
役
場
新
庁
舎
建
設
に
伴
う

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債

の
発
行
に
よ
り
、
前
年
度
比
12
・
４
％

増
の
４
億
４
３
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
は

前
年
度
比
２
・
３
％
減
の

33
億
４
８
８
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
役
場
新
庁
舎
の
建
設

が
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
基
金
積
立

金
の
減
に
よ
り
前
年
比
６・４
％
減
の

５
億
７
９
８
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
拠
点
整
備
交
付
金
事

業
と
地
方
創
生
・
高
社
山
麓
整
備
事

業
が
前
年
度
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り

37
・
３
％
減
の
２
億
４
３
３
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
除
雪
機
械
の
購
入
費
や

分
館
建
設
補
助
金
の
増
な
ど
に
よ
り
前

年
比
15
・
２
％
増
の
６
億
１
２
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
平
成
26
年
度
に
借
り

入
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
金
の
返

済
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前

年
比
３・１
％
増
の
３
億
２
５
６
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
35
億
55
万
円
、
歳
出
33
億
４
８
８
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
へ
の
繰
越
財
源
２
７
９
３
万
円
を
差
し
引
い
た
後
の
、
実

質
収
支
額
は
１
億
２
３
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳 入歳 出

地方交付税（52.3％）
18 億 2,919 万円

依存財源（77.3％）
27 億 594 万円

自主財源（22.7％）
7 億 9,461 万円

地方債（11.6％）
４億 437 万円

国・県支出金
（9.5％）

３億 3,376 万円

使用料・分担金・その他（4.9％）
１億 7,152 万円

繰入金（4.1％）
１億 4,355 万円

繰越金（4.1％）
6,723 万円

地方譲与税等
交付金（4.0％）
１億 3,862 万円

村税（11.8％）
４億 1,231 万円

対前年度比－3,555 万円（１％減）

億　　 万円35　55
一般会計歳入

村税の内訳
固定資産税　１億 9,073 万円　　たばこ税　 1,718 万円
村民税　　　１億 8,131 万円　　入湯税　　    301 万円
軽自動車税　　　 2,008 万円

歳入
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　＊村税の内訳
　固定資産税…1 億 9,275 万円
　村民税…　　1 億 7,830 万円
　たばこ税…　　　1,804 万円
　軽自動車税…　　1,961 万円
　入湯税…　　 　   294 万円

　村　　　税　村民税・固定資産税などの税金
　地方交付税　地方公共団体が一定水準の行政サービスを
　　　　　　　　提供できるように国から交付されるもの
　国庫支出金　各種事業に対する国からの補助金など
　県 支 出 金　各種事業に対する県からの補助金など
   地   方   債   事業を行うため国や金融機関から借りたお金
　自 主 財 源   村税や施設使用料、住民票発行手数料など、
                        村が自主的に収入することができるお金
　依 存 財 源   国や県からの補助金など、一定の基準に基づき
                          交付され、村が収入額を決められないお金

   総務費　村の事務・庁舎管理・村民活動の推進に要する経費
   民生費　児童・高齢者・障がい者福祉・生活保護・
　　　　　  福祉医療などに要する経費
   衛生費　各種健診・予防接種・環境保全・ゴミ処理など
　　　　　   に要する経費
   教育費　学校教育や生涯学習に要する経費
   公債費　村の地方債（借金）を返済する元利償還金などの
                 経費

用　語　解　説

歳　
　
　
　
　

入

歳　
　
　
　
　

出

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

民生費（20.0％）
６億 7,039 万円

土木費（18.0％）
６億 123 万円

総務費（17.3％）
５億 7,989 万円

公債費（9.7％）
３億 2,561 万円

農林水産業費（9.4％）
３億 1,564 万円

教育費（7.9％）
２億 6,323 万円

商工費（7.3％）
２億 4,339 万円

消防費（4.5％）
１億 5,067 万円

衛生費（4.3％）
１億 4,359 万円

議会費（1.5％）
5,101 万円 災害復旧費（1.5％）

419 万円

対前年度比－8,003 万円（2.3％減）

億　　 　  万円33　4,884
一般会計歳出

会計別決算の状況（単位：万円）村の借金と貯金の状況
（普通会計の地方債残高と基金の推移）

0

20

40

60

80

100

30 年29 年25 年20 年15 年10 年

区　分 会 計 名 歳　入 歳　出 差　額

普通会計

一 般 会 計 350,055 334,884 15,171
情 報 通 信 5,640 5,172 468
学 校 給 食 2,111 2,015 96
奨学資金貸付事業 926 902 24

特別会計

後期高齢医療保険 5,718 5,712 6
国 民 健 康 保 険 55,820 55,804 16
介 護 保 険 55,912 54,611 1,301
観 光 施 設 6,047 6,047 0
下 水 道 37,089 36,255 834
農業集落排水事業 1,975 1,967 8
高 社 簡 易 水 道 3,205 3,021 184

公営企業会計 水 道 事 業
（収益事業勘定） 10,471 7,415 3,056

（平成）

（億円）

借金残高
貯金残高

平成 30 年度決算額
　 地方債残高（借金）  
　　32 億 4,637 万円
　　 （対前年比2.3％増）
　 基金残高（貯金）
　　29 億 528 万円
　　 （対前年比0.7％増）

借 金 残 高 貯 金 残 高
平成 10 年 88 億 8,177 万円 23 億 6,934 万円
平成 15 年 65 億 9,830 万円 22 億 2,600 万円
平成 20 年 31 億 5,710 万円 17 億 8,725 万円
平成 25 年 30 億 4,716 万円 26 億         867 万円
平成 29 年 31 億 7,185 万円 28 億 8,537 万円
平成 30 年 32 億 4,637 万円 29 億       528 万円

平成 10 ～ 30 年の状況

特集：決算の概要

歳出
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　村では、子育て家庭の経済的負担軽減を図るため、子どものインフルエンザ予防接種費用の
一部を助成します。昨年から助成回数を「１人１回限り」から、「１人２回まで」に拡充しま
したのでぜひご利用ください。
　別途、対象者の保護者の皆さまへ書面にてご案内をお送りしますので、対象期間、接種方法
等を確認のうえ、接種をご検討ください。
※このインフルエンザ予防接種は、任意接種です。予防接種による効果や副反応、健康被害救
　済制度などをご理解していただいたうえで、接種の要否をご判断ください。

子どもインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します

接種日に木島平村に住所を有する生後６か月から中学３年生対象者

令和元年 10 月１日～令和２年１月 31 日
対　象

期　間

1,500 円 / １回（対象期間内 に１人２回まで）助　成

金　額

指定医療機関で接種の場合 : 医療機関で助成金を差引いた金額を支払う申　請

方　法

※接種できる年齢、料金、日時などは、医療機関により異なります。

　平成 16 年４月２日～平成 31 年４月１日生まれの人でインフルエンザ HA ワクチンの
   接種を希望する方

　【例】接種料 4,000 円の場合：4,000 円－ 1,500 円＝自己負担額 2,500 円
　※接種料・接種開始時期等は、医療機関により異なりますのでご注意ください。

　①医療機関で交付される「木島平村子どもインフルエンザ予防接種助成券兼予診票」に
      必要事項を記入し、保護者同伴で接種を受けてください。
　②医療機関では接種料から 1,500 円を差し引いた料金をお支払いください。
ー指定医療機関ー

木島平村 飯山市 中野市

木島平クリニック
☎ 0269―82―1616

飯山赤十字病院　   ☎ 0269―62―4195 北信総合病院    
☎ 0269―22―2151清水内科小児科医院☎ 0269―62―2351

木島平村診療所
☎ 0269―82―2143

みゆき会クリニック☎ 0269―63―2560 今井こども医院
☎ 0269―24―7755畑山医院　　　　　☎ 0269―67―2888

指定医療機関以外で接種の場合 : 医療機関で全額を支払い、後日健康福祉係で申請を
　①接種後、医療機関で接種料を全額支払い、領収書・接種済証等（支払額・被接種者及び
　　接種日等がわかるもの）を交付してもらいます。
　②健康福祉係で交付する「助成金申請書」に接種済証等を添付のうえ、申請してください。
　③後日、助成金がご指定の口座へ振り込まれます。
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　村では、65歳以上の皆さまを対象に、インフルエンザ予防接種費用の一部助成を行います。

高齢者インフルエンザ予防接種費用の一部を助成します

自己負担額 1,500 円 / １回（対象期間内 １人１回限り）自　 己

負担額

①村内に住所のある 65 歳以上の人
② 60 歳以上で、心臓、腎臓、呼吸器の機能障害により 1 級の身体障害者手帳を
　所有している方

対象者

令和元年 10 月１日～令和２年１月 31 日
※接種開始時期は、医療機関によって異なりますので、あらかじめ医療機関にお問合せ
　ください。

対　象

期　間

場　所 医療機関名 電話番号 場　所 医療機関名 電話番号

木島平村 木島平クリニック 0269-82-1616

中野市

北信総合病院 0269-22-2151
木島平村診療所 0269-82-2143 アライクリニック 0269-24-0601

飯山市

飯山赤十字病院 0269-62-4195 市川内科医院 0269-22-3366
いいやま診療所 0269-67-0100 さかえクリニック 0269-23-2405
小田切医院 0269-62-2039 佐藤病院 0269-38-3311
片塩医院 0269-62-2136 高橋医院 0269-26-2171
北信州診療所 0269-65-1200 長谷川クリニック 0269-26-7700
畑山医院 0269-67-2888

長野市

長野中央病院 026-234-3211
清水内科小児科医院 0269-62-2351 三浦医院 026-244-6226
戸狩診療所 0269-65-3995 大門東クリニック 026-235-2700

みゆき会クリニック 0269-63-2560 栗田病院 026-226-1311
野沢温泉村 野沢医院 0269-85-2010 東和田病院 026-243-4895

豊野病院 026-257-2470

指　定

医療機関

次の医療機関以外に主治医がいる方で、予防接種を希望する場合は、健康福祉係まで
ご連絡ください。

 

献
血
に
ご
協
力
を

　

全
国
で
１
日
に
平
均
３
千
人
が
輸

血
を
必
要
と
し
て
お
り
、
血
液
製
剤

の
使
用
量
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
献
血
者
数
は
若
年
層
を

中
心
に
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

血
液
は
、
現
在
の
医
療
で
は
人
工

的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、

長
期
間
の
保
存
も
で
き
な
い
（
赤
血

球
は
21
日
間
）
た
め
、
継
続
的
な
献

血
が
必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◉
日
時　

９
月
25
日
（
水
）

◉
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

◉
種
類　

全
血
献
血
（
４
０
０
mℓ
）

◉
年
齢

 

・
男
性
：
17
～
69
歳

 

・
女
性
：
18
～
69
歳

 

※
65
～
69
歳
の
方
は
、
60
～
64
歳

　

 

の
う
ち
に
献
血
の
経
験
が
あ
る

    

方
に
限
る

◉
体
重　

男
女
と
も
50‌

kg‌

以
上

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】



　
村
で
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支

え
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
25
％
が
プ
レ

ミ
ア
ム
（
上
乗
せ
）
分
と
い
う
、
大
変
お

得
な
商
品
券
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

【プレミアム付商品券使用の流れ】

6

◉
住
民
税
非
課
税
者

　
（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

　

①
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
村
に
住
民
登

　
　

録
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

②
対
象
者
本
人
が
平
成
31
年
度
の
住
民
税

　
　
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

 

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
除
く

　

・
平
成
31
年
度
の
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

　
　

さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　
　
（
生
計
を
同
じ
く
す
る
配
偶
者
、
扶
養
親
族

　
　

 

等
が
該
当
し
ま
す
。）

　

・
生
活
保
護
の
受
給
者
等

◉
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主

　

平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和
元
年
９
月
30
日（
月
）

　

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

　
　

 　
　

購
入
で
き
る
の
は

“木島平”があしらわれた
商品券で、お得にお買物を
楽しみましょう！

見　本

お
得
な 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

ご
利
用
く
だ
さ
い

①申請する（住民税非課税者のみ）
　 ８月に送られた申請書を健康福祉係へ提出
　  ・申請期限：11 月 30 日（土）
　  ・提出方法：返信用封筒での郵送・窓口へ直接提出
　 ※子育て世帯の世帯主は、申請不要

②商品券の購入引換券を受取る　 
　既に申請されている方・子育て世帯の世帯主は、
　９月 30 日（月）までに郵送されます。

③商品券を購入する
　健康福祉係または木島平郵便局、上木島郵便局の窓口で
　購入引換券、本人確認書類を提示して購入
　 ・商品券は 5,000 円単位で購入可能
　（5,000 円分の商品券を 4,000 円で購入してください。）
　 ・購入可能期間：10 月１日（火）～令和２年２月 28 日（金）
　　　　　　　　（※ただし、土日祝日を除く平日）

④商品券を使用する
　商品券は村内のプレミアム付商品券取扱店で利用可
　※取扱店は、村公式ウェブサイトをご覧ください。
     ・使用可能期間：10 月 1 日（火）
　　　　　　　　　  ～令和２年２月 29 日（土）
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◇河川水質検査の結果
（採水日時：令和元年７月 16 日午前 11 時 5 分～午後２時 / 天候：曇り / 気温：24.8℃）

採水
場所 樽川 樽川 樽川 馬曲川 馬曲川 大川

(最上流)
大川

(上流)
大川

(下流)
試験
項目 糠千 新橋 小見橋 馬曲 グリーン

センター 西小路 西小路 市之割

pH － 7.5 7.6 7.6 7.4 7.4 7.5 7.5 7.4

SS mg/ℓ 4.0 3.0 3.0 2.0 2.0 11.0 7.0 6.0

BOD mg/ℓ 0.7 1.1 1.1 0.8 0.9 2.8 1.4 0.7

大腸菌
群数

  MPN/
100mℓ 240 13000 4600 170 1400 13000 2200 4600

全窒素 mg/ℓ 0.29 0.70 0.56 0.22 0.28 0.7 0.68 0.55

全りん mg/ℓ 0.034 0.072 0.075 0.025 0.024 0.100 0.070 0.057

DO mg/ℓ 10.0 10.0 10.0 9.0 8.9 9.4 10.0 10.0

Cl － mg/ℓ 0.8 4.7 4.2 1.4 0.9 6.9 14.0 3.4

河川類型比較 Ａ Ｃ Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

項目 利用目的の
適応性

水素イオン
濃度（pH） 浮遊物質量（SS） 生物科学的酸素

要求量（BOD） 大腸菌郡数 溶存酸素量
（DO）類型

AA  水道１級 6.5~8.5 25mg/ℓ以下 1mg/ℓ以下 50MPN/100mℓ
以下 7.5mg/ℓ以上

Ａ  水道２級
 水産１級 6.5~8.5 25mg/ℓ以下 2mg/ℓ以下 1000MPN/100mℓ

以下 7.5mg/ℓ以上

Ｂ  水道３級
 水産２級 6.5~8.5 25mg/ℓ以下 3mg/ℓ以下 5000MPN/100mℓ

以下 5mg/ℓ以上

Ｃ  水産３級
 工業用水１級 6.5~8.5 50mg/ℓ以下 5mg/ℓ以下 － 5mg/ℓ以上

Ｄ  工業用水２級 
 農業用水 6.5~8.5 100mg/ℓ以下 8mg/ℓ以下 － 2mg/ℓ以上

Ｅ  工業用水３級   
 環境保全 6.5~8.5  ごみ等の浮遊が

 認められないこと 10mg/ℓ以下 － 2mg/ℓ以上

　村では、河川の水質管理と生態系への影響の調査を目的に、河川の水質検
査をしています。河川の類型は、環境省の「生活環境の保全に関する環境基準」
で定められていて、その河川がどのような用途に向いているかを表していま
す。
　一人ひとりが河川に対する意識を持ち、水質の維持、向上に努めましょう。

令和元年度　

　村の河川の水質検査の結果をお知らせします

◆環境省「生活環境の保全に関する環境基準」

【生活環境係
　内線１２３】
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消
費
税
率
変
更
に
伴
う
情
報
使
用
料
の
変
更
に
つ
い
て
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こ
れ
ま
で
、
個
人
住
民
税
（
特
別
徴
収
分
）
な
ど
の
納
付
方
法
の
多
く
は
、
地
方

公
共
団
体
が
送
付
し
た
納
付
書
を
使
用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、10
月
１
日（
火
）か
ら
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
納
税
が
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付（
※
１
）に
よ
り
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
率
の
変
更
に
伴
い
、
６
月
に
ご
案
内
し
て
い
た
情
報
使
用
料
金
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
で
納
付
を

　

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
へ
、
自
宅

や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
一
度
の
操
作

で
電
子
的
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

取
扱
う
税
目
の
う
ち
、
村
税
で
は
、

法
人
村
民
税
、
個
人
住
民
税
（
特
別
徴

収
分
、
退
職
所
得
分
）
が
、
県
税
で
は

法
人
県
民
税
な
ど
の
納
税
が
行
え
ま
す
。

◉
ご
利
用
方
法

①
利
用
届
出

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

利
用
届
出
（
新
規
）
を
提
出
す
る
。

  

（
※
提
出
済
の
方
は
不
要
）

②
電
子
申
告

　

Ｐ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
な
ど
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

　

対
応
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か
ら
申
告
書
を

　

作
成
・
送
信
す
る
。

③
納
付
情
報
入
力

　

納
付
す
る
税
金
の
種
類
や
納
付
先
な

　

ど
の
情
報
を
入
力
す
る
。

④
納
付
方
法
選
択

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た

　

は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
選
ぶ
。

⑤
納
税

　

取
引
金
融
機
関
の
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

　

グ
や
、
事
前
に
登
録
し
た
口
座
か
ら

　

引
落
し
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　
　

地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
情
報
使
用
料
の
変
更
に
つ
い
て

【
税
務
係　

内
線
１
１
９
】

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
２
】

その他詳しくは eLTAX ホーム
ページをご覧ください。

（http://www.eltax.jp）

※１　ダイレクト納付とは
　事前に登録した金融機関口座を
　指定して、直接税金を納付する
　方式です。（インターネットバ
　ンキングの契約が不要です。）

使用月 使用料 集合税
納　期

集合税として
の納付額

4 月 2,160 円 
5 月 2,160 円 
6 月 2,160 円 1 期 3,420 円
7 月 2,160 円 2 期 2,500 円
8 月 2,160 円 3 期 2,500 円
9 月 2,160 円 4 期 2,500 円

10 月 2,200 円 5 期 2,040 円
11 月 2,200 円 6 期 2,800 円
12 月 2,200 円 7 期 2,600 円

1 月 2,200 円 8 期 2,600 円
2 月 2,200 円 9 期 2,600 円
3 月 2,200 円 10 期 2,600 円

26,160 円 26,160 円

使用月 使用料 集合税
納　期

集合税として
の納付額

4 月 2,160 円 
5 月 2,160 円 
6 月 2,160 円 1 期 3,420 円
7 月 2,160 円 2 期 2,500 円
8 月 2,160 円 3 期 2,500 円
9 月 2,160 円 4 期 2,500 円

10 月 2,160 円 5 期 2,500 円
11 月 2,160 円 6 期 2,500 円
12 月 2,160 円 7 期 2,500 円

1 月 2,160 円 8 期 2,500 円
2 月 2,160 円 9 期 2,500 円
3 月 2,160 円 10 期 2,500 円

25,920 円 25,920 円

変更後 変更前

５・６期は調整のため、納付額が変則的になります。
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国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
・
退
職
資
格
の
保
険
証
の
更
新
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【生活環境係
　内線１２２】

 

９
月
下
旬
に
郵
送

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の

有
効
期
限
は
９
月
30
日（
月
）で
す
。

　

世
帯
全
員
分
の
新
し
い
保
険
証

は
、
９
月
下
旬
に
世
帯
主
へ
郵
送

し
ま
す
。
お
得
な
制
度
等
の
説
明

が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
同
封

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
お
読

み
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
色
は
、
一
般

資
格
の
保
険
証
が
「
藤
色
」、
退
職

資
格
の
保
険
証
が
「
黄
色
」
で
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
保

険
証
は
、
は
さ
み
で
切
断
す
る
な

ど
ご
自
身
で
処
分
す
る
か
、
生
活

環
境
係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

ま
ず
は
世
帯
全
員
分
の
保
険
証
が

あ
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
は
、
８

月
末
現
在
の
加
入
情
報
を
基
に
作

成
し
て
い
ま
す
。
記
載
内
容
に
相

違
が
あ
る
場
合
や
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
８
月
か
ら
70
歳
以
上

の
方
に
交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢
受

給
者
証
と
保
険
証
が
一
枚
に
集
約

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
毎
年
、

保
険
証
の
有
効
期
間
は
９
月
30
日

ま
で
し
た
が
、
今
回
お
送
り
す
る

新
し
い
保
険
証
か
ら
、
有
効
期
間

が
毎
年
７
月
31
日
ま
で
に
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保険証は、茶色の封筒で郵送されます。
他の郵便物と紛れないようにご注意ください。

国
民
健
康
保
険　

保
険
証
一
斉
更
新
の
お
知
ら
せ

 

保
険
証
が
届
い
た
ら

 

有
効
期
限
が
変
わ
り
ま
す

次の①～③に該当する方は、有効期限にご注意を
①有効期限までに 75 歳を迎える方：有効期限は、75 歳の誕生日の前日
　75 歳の誕生日からは、後期高齢者医療保険制度の保険証を使うことになります。
　（これに関する手続きは不要で、75 歳の誕生日までに村から郵送します。）
②有効期限までに 65 歳の誕生日を迎える退職国保該当者：有効期限は、誕生月の月末
　黄色の保険証が届いた方が該当者です。有効期限満了前に一般資格の保険証をお
　送りします。
③国保税に滞納のある方：有効期限が３か月（高校生以下は６か月）の場合あり

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
　
　
　

宝
く
じ
発
売

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
９
月
24
日

（
火
）
か
ら
全
国
で
２
種
類
同
時
発
売
と

な
り
ま
す
。
発
売
期
間
は
10
月
18
日（
金
）

ま
で
で
す
。

　

長
野
県
内
の
販
売
実
績
に
よ
り
収
益
金

が
各
市
町
村
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
者
対
策
な
ど
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

長
野
県
内
の
宝
く
じ
売
場
で
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

　

村
内
で
は
「
食
彩
市
場
た
る
川
」
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
２
】

◉今年のハロウィンジャンボは
　１等・前後賞合わせて５億円
　　１等　３億円×８本
　　前後賞各　１億円× 16 本
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馬
曲
温
泉
い
き
い
き
デ
ー

  

10
月 

運
行
日
程

１
日
（
火
）   

市
之
割
・
中
町
・
西
町　
　

　
　
　

       

ス
キ
ー
場

４
日
（
金
）　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

８
日
（
火
）　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷

　
　
　
　
　

  

北
鴨
・
栄
町

10
日
（
木
）　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
部
谷
沢

　
　
　
　
　

  

原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

11
日
（
金
）　

中
島
・
西
小
路
・
糠
千
・
山
口

　
　
　
　
　

  

柳
久
保
・
大
町
・
池
の
平

15
日
（
火
）　

市
之
割
・
中
町
・
西
町

　
　
　
　
　

  

ス
キ
ー
場

18
日
（
金
）　

内
山
・
平
沢
・
馬
曲

22
日
（
火
）　

中
村
・
小
見
・
和
栗
・
稲
荷

　
　
　
　
　

  

北
鴨
・
栄
町

25
日
（
金
）　

南
鴨
・
高
石
・
庚
・
部
谷
沢

　
　
　
　
　

  

原
大
沢
・
千
石
・
上
千
石

29
日
（
火
）　

中
島
・
西
小
路
・
糠
千
・
山
口

　
　
　
　
　

  

柳
久
保
・
大
町
・
池
の
平

　

各
地
区
の
集
合
場
所
に
午
前
９
時
30
分

ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
（
ス
キ
ー
場

地
区
は
９
時
15
分
）。

　

池
の
平
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
ご
利
用
の

際
、
馬
曲
温
泉
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

【
馬
曲
温
泉
公
園 

☎
０
２
６
９ 

― 

８
２ 

― 

４
０
２
８
】

風しんの抗体検査と予防接種を受けましょう

あなたは大丈夫ですか？

　令和４年３月 31 日までの間に限り、特定年齢の男性を対象に、原則無料で抗体検査と予防接種を
受けることができます。
　これは、関東地方を中心に風しん患者数が増加していることをうけ、抗体保有率が他の世代に比べ
て低い年代の男性に対して、全国で実施されるものです。
　ご自身の健康とご家族の安全を守るためにも、ぜひこの機会に抗体検査の受診をお願いします。

昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性
（今年度はこのうち、昭和 47 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれの男性にクーポン券
 をお送りしています。）
※クーポン券を送られていない昭和 37 年４月２日～昭和 47 年４月１日までに生まれた男
性で、今年度抗体検査と予防接種を希望される方は、健康福祉係までご連絡ください。

①抗体検査
　村のセット健診や職場の健診、実施医療機関でクーポン券を提示し、抗体検査を受ける
②予防接種：抗体検査の結果を受けて次のどちらかへ
　　　【抗体価が高い場合】　→　予防接種は不要
　　　【抗体価が低い場合】　→　実施医療機関で予防接種を受ける

クーポン券の提示で抗体検査及び予防接種は無料で受けることができます。
（クーポン券は６月に対象となる方へ送付しています。）

北信総合病院、飯山赤十字病院、みゆき会クリニック

対象者

検査と

接種の

方法

費　用

実施
医療機関

油断できない感染症　「風しん」
　風しんは、急性の発疹性感染症です。成人が発症した場合は、高熱、発疹の長期化や関節痛など、
重症化の可能性があり、脳炎や血小板減少性紫斑病を併発するなど、入院加療を要する場合もあります。
　また、妊娠初期の妊婦が感染すると、赤ちゃんが先天性心疾患や白内障、難聴などの先天性風しん
症候群をもって生まれてくる可能性が高くなります。
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除雪オペレーター

募　　集

　村内の冬道の安全確保等のため、冬期間の
除雪作業をしていただくオペレーターを募集
します。

　

応 

募 

条 

件

◉
募
集
人
員　

常
勤
５
人

　
　
　
　
　
　

非
常
勤
11
人

◉
期
間

　

12
月
１
日
（
日
）
～

　

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

◉
作
業
内
容

　

村
道
の
冬
期
除
雪
準
備
、村
道
除
雪
、

　

排
雪
作
業　

ほ
か

◉
募
集
期
限　

10
月
15
日
（
火
）

◉
応
募
資
格
及
び
条
件

   

大
型
特
殊
免
許
及
び
車
輌
系
建
設
機

　

械
の
技
能
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方

◉
提
出
書
類

 

・
申
込
書

 

・
運
転
免
許
証
の
写
し

 

・
車
輌
系
建
設
機
械
の
技
能
講
習

   

修
了
証
の
写
し

 

・
履
歴
書
（
新
規
申
込
者
の
み
）

◉
そ
の
他

　

そ
の
他
詳
し
く
は
、
農
村
整
備
係
ま

　

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
固
定
電
話
が
使
え
な
く
な
る
」

　
　
　

   

と
い
う
電
話
に
注
意

　

電
話
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
る
会
社

か
ら
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
局
内
で
の
設
備

の
切
り
替
え
に
伴
い
、
今
使
っ
て
い
る

固
定
電
話
が
使
え
な
く
な
る
の
で
、
工

事
が
必
要
で
す
。」
と
言
う
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

◉
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
令
和
６
年
以
降
、

固
定
電
話
回
線
の
電
話
局
内
で
の
設
備

の
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現

在
使
用
中
の
電
話
機
は
そ
の
ま
ま
設
備

の
切
り
替
え
後
も
使
用
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
で
の
工
事
は
不
要
で
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
の
切
り
替
え
工
事
に
便
乗

し
て
、
次
の
よ
う
な
勧
誘
文
句
で
電
話

や
訪
問
で
勧
誘
す
る
業
者
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

 

・
固
定
電
話
が
使
え
な
く
な
る
の
で

　

工
事
が
必
要

 

・
今
ま
で
の
電
話
が
使
え
な
く
な
る

 

・
今
使
用
し
て
い
る
電
話
回
線
が
使
え

　

な
く
な
る

◉
不
審
に
思
っ
た
ら
お
問
合
せ
を

 

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　

☎
０
１
２
０ 

― 

８
１
５ 

―  

５
１
１

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

　

麻
薬
・
覚
醒
剤

　
　
　
　

乱
用
防
止
運
動

　

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
乱
用
は
、
個

人
の
健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

各
種
の
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

り
、
計
り
知
れ
な
い
危
険
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
誤
っ
た
情
報
の
拡
散
も
一
因
と
な

り
、
特
に
若
年
層
を
中
心
と
し
た
一
般

住
民
へ
の
薬
物
乱
用
の
広
が
り
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
に
よ
る
危
害
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
住
民
が
一
体
と
な
り
、

薬
物
の
根
絶
を
目
指
す
た
め
に
長
野
県

で
は
、
10
月
１
日
～
11
月
30
日
に
、
麻

薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
相
談
窓
口
を
設
け
、
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
相
談

先
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
相
談
先

 

○
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
６
９ 

― 

６
２ 

―  

３
１
０
５

 

○
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６ 

―  

２
２
７ 

―  

１
８
１
０

村民の皆さまへ
お　願　い

限られた予算・重機・
人数で除雪を行ってい
ます。
村民の皆さまに
おかれましては、
ご理解とご協力
をお願いします。
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【
産
業
企
画
係　

内
線
２
０
１
】

木
島
平
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
・
国
際
大
会
」
が
、
千
葉
県
木
更
津
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
慢
の
お
米
を
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
、
お
い
し
い
木
島
平
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
ょ
う
。
木
島
平
米
は
平
成
22
年
か
ら
９
年
連
続
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

◉
コ
ン
ク
ー
ル
期
日　

　

11
月
30
日
（
土
）
～
12
月
１
日
（
日
）

◉
会
場

　

千
葉
県
木
更
津
市
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア

　

ホ
ー
ル

◉
入
賞
者
へ
の
旅
費
補
助

　

入
賞
者
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
ご
出
席
く
だ

さ
い
。
旅
費
の
半
分
（
上
限
３
万
円
）
を

補
助
し
ま
す
。

◉
出
品
米
の
と
り
ま
と
め

　

村
で
取
り
ま
と
め
、
大
会
事
務
局
へ
発

送
し
ま
す
。

　

各
受
付
日
に
玄
米
２
㎏
に
提
出
書
類
と

出
品
料
を
添
え
て
、
産
業
企
画
室
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
原
則
、
受
付
日
以
外
に

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

受付日 発送日 出品料
① 10 月 2 日（水）、10 月 3 日（木）10 月 4 日（金）

4,000 円
② 10 月 9 日（水）、10 月 10 日（木）10 月 11 日（金）
③ 10 月 16 日（水）、10 月 17 日（木）10 月 18 日（金）

④ 10 月 23 日（水）、10 月 24 日（木）
　　　　　　　　　（午前必着） 10 月 24 日（木）

⑤ 10 月 31 日（木）、11 月 1 日（金）
　　　　　　　　　（午前必着） 11 月 1 日（金） 4,500 円

＜出品米受付日と出品料＞

木
島
平
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
て

　
　

お
家
の
お
米
の
食
味
と
味
度
を
測
定
し
ま
す

米
の
食
味
と
味
度
を
測
定
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

食味計

味度計

◉
期
間

　

11
月
29
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

◉
場
所

　

農
業
振
興
公
社
事
務
所

　
（
高
石
・
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

○
食
味

 

・
測
定
料　

１
検
体
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
結
果
は
そ
の
場
で
お
渡
し
）

 

・
持
参
品　

玄
米
ま
た
は
、
白
米
２

               

合
程
度

 

・
そ
の
他　

測
定
は
毎
日
行
い
ま
す

○
味
度
計

 

・
測
定
料　

１
検
体
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
結
果
は
後
日
渡
し
ま
す
）

 

・
持
参
品　

白
米
１
０
０
ｇ
程
度

 

・
そ
の
他　

測
定
は
毎
週
木
曜
日
に
行

　
　
　
　
　

い
ま
す
。
水
曜
日
の
午
後

　
　
　
　
　

５
時
ま
で
に
検
体
を
お
持

　
　
　
　
　

ち
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

農
業
振
興
公
社

　

☎
０
２
６
９ 
―  
８
２ 

―  

４
４
１
０

【
産
業
企
画
係　

内
線
２
０
１
】
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牛
ふ
ん
堆
肥
を

　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

有
機
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
内
の
原
料
だ

け
を
使
用
し
た
、
安
全
で
安
心
な
高
品
質

堆
肥
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
秋
の
農
繁
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
稲
刈
り
後
の
水
田

や
収
穫
後
の
畑
な
ど
、
来
シ
ー
ズ
ン
も
安

定
し
た
収
穫
を
得
る
た
め
の
土
づ
く
り
に

牛
ふ
ん
堆
肥
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

堆
肥
の
購
入
・
配
達
・
散
布
に
つ
い
て

は
、
お
気
軽
に
有
機
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

農
業
振
興
公
社
へ
注
文
・
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
法
改
正

に
よ
り
、
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
堆
肥
等
の
販

売
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
後
の
料
金
等
詳
し
く
は
今
月
広
報

の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
堆
肥
原
料　

　

牛
ふ
ん
・
き
の
こ
廃
培
地

◉
成
分

　

○
窒
素
：
１・９
％　

○
り
ん
酸
：
１・９
％

　

○
加
里
：
１・５
％

　

○
炭
素
窒
素
比
：
12　

○
水
分
：
45
％

◉
堆
肥
料
金

　

折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

有
機
セ
ン
タ
ー 

  

０
２
６
９ 
― 

８
２ 

― 

１
７
５
０

　
農
業
振
興
公
社  

０
２
６
９ 
― 
８
２ 

― 

４
４
１
０

  

豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
拡
大
予
防
に
つ
い
て

　

県
内
に
お
い
て
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
コ

レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

（
な
お
、
豚
コ
レ
ラ
は
豚
・
イ
ノ
シ
シ
の
病
気

で
あ
り
、
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
感
染
豚
・

イ
ノ
シ
シ
の
肉
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。）

　

豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
フ

ン
な
ど
に
混
ざ
っ
て
い
る
た
め
、
土
な
ど
で

運
ば
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
下
山
後
は
靴
底
や
衣
類

に
付
着
し
た
土
を
よ
く
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た

場
合
、
む
や
み
に
近
づ
か
ず
、
農
林
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

全
国
で

 
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　
10
月
１
日
か
ら
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利

用
す
る
３
～
５
歳
の
お
子
さ
ん
の

利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。（
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
０
～
２
歳
の

お
子
さ
ん
も
対
象
に
な
り
ま
す
。）

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
２
０
５
】

 

保
育
所
、
幼
稚
園
等
を

 

利
用
す
る
お
子
さ
ん

◉
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

 

○
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
す
べ
て

　

 

の
お
子
さ
ん
（
幼
稚
園
等
の
み
、

    

満
３
歳
に
な
っ
た
日
か
ら
対
象
）

 

○
０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
住
民
税

　

 

非
課
税
世
帯
の
お
子
さ
ん

◉
無
償
化
の
上
限
額

 

○
保
育
所
：
全
額
無
料

　

※
村
で
は
、
現
在
保
育
料
に
含
ま

　
　

れ
て
い
る
副
食
（
お
か
ず
等
）

　
　

費
も
無
料
に
な
り
ま
す
。

 

○
私
立
幼
稚
園
等
：

　
　

月
額
２
万
５
７
０
０
円
ま
で

 
幼
稚
園
等
の
預
か
り
保
育
を

 
利
用
す
る
お
子
さ
ん

◉
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

　
「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」
を

　

受
け
た
お
子
さ
ん

◉
無
償
化
の
上
限
額

　
　
　

月
額
１
万
１
３
０
０
円

有料広告
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村
で
は
、
高
校
生
以
上
の
修
学
を

支
援
す
る
た
め
、
無
利
子
で
奨
学
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
◉
対
象
者

　

高
校
生
、専
門
学
校
生
、短
期
大
学
生
、

大
学
生
ま
た
は
大
学
院
生
で
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方
（
通
信
制
も
対
象
）

①
村
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し

　

て
い
る
方

②
保
護
者
（
夫
婦
）
の
【
所
得
額
】
が
、

　
【
基
準
額
】４
６
０
万
円
＋【
加
算
額
】

　

扶
養
１
人
に
つ
き
38
万
円
＋
老
人

　

扶
養
１
人
に
つ
き
44
万
円
以
下
の
方

③
日
本
学
生
支
援
機
構
な
ど
の
団
体

　

か
ら
、
別
に
無
利
子
の
奨
学
金
の

　

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

◉
貸
与
期
間　

正
規
の
修
学
期
間

◉
貸
付
金
額

 

○
高
校
生
は
月
額
１
万
円
以
内

 

○
専
門
学
校
生
以
上
は
、
月
額

    

４
万
円
以
内

◉
償
還
期
間

　

最
終
学
校
を
卒
業
し
て
６
か
月
経

過
後
か
ら
、
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内

の
期
間

◉
償
還
の
免
除

①
本
人
死
亡
の
場
合

②
村
内
で
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
と

　

し
て
業
務
に
従
事
し
た
場
合

◉
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書
・
誓
約
書
（
子
育
て
支
援
係

　

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

②
入
学
証
明
書
ま
た
は
在
学
証
明
書

③
保
護
者
の
所
得
・
課
税
・
扶
養
証
明
書

◉
受
付
は
い
つ
で
も

　

申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
奨
学
資
金
の
貸
付
を

受
け
る
の
は
お
子
さ
ん
で
す
。

　

申
込
み
時
に
は
、
必
ず
本
人
（
お

子
さ
ん
）
と
連
帯
保
証
人
と
な
る
保

護
者
（
父
、
母
な
ど
）
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
２
０
５
】

お
子
さ
ん
の
修
学
を

　
　
　
　

支
援
し
ま
す

奨
学
資
金
の
貸
付
制
度

　

村
の
皆
さ
ま
、
甲
子
園
で
は

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
甲
子

園
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

飯
山
高
校
に
入
り
、
厳
し
い

こ
と
ば
か
り
で
、
環
境
も
決
し

て
十
分
と
は
言
え
な
い
な
か
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
や
り
続

け
た
結
果
が
今
の
自
分
を
作
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
甲

子
園
で
勝
つ
」
と
い
う
高
い
目

標
を
掲
げ
な
け
れ
ば
、
甲
子
園

出
場
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
未
来
の
高
校
球
児

に
は
目
標
を
高
く
持
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　

最
後
に
、
様
々
な
形
で
を
ご

支
援
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

岳
北
地
域
で
初
め
て
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
飯
山
高
校
は
、
８
月
９
日
、
今
大
会

最
多
出
場
を
誇
る
宮
城
の
強
豪
・
仙
台
育
英
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
入
り
し

た
村
内
の
選
手
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
真
っ
白
に
染
ま
る
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
大
応

援
団
を
背
に
、
憧
れ
の
舞
台
で
、
精
一
杯
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

村松  諒
りょう

（平沢）

森  大
た い が

河
（中町）

　

甲
子
園
は
一
言
で
言
っ

て
す
ご
く
良
い
場
所
で
し

た
。
自
分
達
に
と
っ
て
憧

れ
の
舞
台
で
あ
っ
た
甲
子

園
に
は
、
甲
子
園
練
習
の
と

き
か
ら
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
、
仙
台
育

英
高
校
に
大
敗
す
る
形
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
飯
山
高
校
の
甲
子
園

初
出
場
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
ま
で
の
努
力

す
べ
て
が
報
わ
れ
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
、
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

憧
れ
の
甲
子
園
へ

　
　
　

飯
山
高
校
野
球
部　

選
手
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
大
活
躍

島﨑穂
ほ の み

乃実
（内山）

　

私
は
今
年
の
夏
を
思
い

出
す
と
今
で
も
胸
が
熱
く

な
り
ま
す
。
仙
台
育
英
高

校
に
は
大
差
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
仲
間
と
目
指
し
て
き
た

場
所
で
、
み
ん
な
が
野
球

を
す
る
姿
を
見
ら
れ
た
こ

と
を
と
て
も
幸
せ
に
感
じ

て
い
ま
す
。

　

飯
山
高
校
野
球
部
の
応

援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
、
関
係
者
の
す
べ
て

の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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８
月
29
日
～
９
月
１
日
の
４
日
間
、

調
布
市
で
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
大
会
「
三
菱
電
機
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功
お
よ
び

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
拡
大
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
武
蔵
野
の
森
総

合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
は
、
実
際
に
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
も
使
わ
れ
ま

す
。
今
回
は
木
島
平
村
が
企
画
し
た
こ

の
大
会
の
観
戦
ツ
ア
ー
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

観
戦
ツ
ア
ー
で
は
、
大
会
が
行
わ
れ

た
４
日
間
の
う
ち
、
31
日
の
試
合
を
観

戦
し
ま
し
た
。
出
場
チ
ー
ム
は
日
本
、

韓
国
、
イ
ラ
ン
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
４
チ
ー
ム
で
、
１
試
合
目
に
韓
国
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
、
２
試
合
目
に
日

本
と
イ
ラ
ン
戦
を
観
戦
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
は
一
般
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。
出
場

メ
ン
バ
ー
は
５
人
で
、
３
ポ
イ
ン
ト

シ
ュ
ー
ト
や
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
も
あ
り

ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
高
さ
も
同
じ
た
め
、

シ
ュ
ー
ト
に
は
非
常
に
高
い
ス
キ
ル
が

要
求
さ
れ
ま
す
。
一
般
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
と
大
き
く
違
う
点
と
し
て
は
、

ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
と
ダ
ブ
ル
ド
リ
ブ
ル
が

な
い
と
こ
ろ
、
し
か
し
そ
の
代
わ
り
に

ボ
ー
ル
を
持
ち
な
が
ら
車
い
す
を
漕
ぐ

回
数
に
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ル
ー
ル
で
は
、
相
手
の
車
い
す
を

直
接
触
っ
て
妨
害
す
る
こ
と
は
フ
ァ
ー

ル
に
な
り
ま
す
が
、
車
い
す
を
ぶ
つ
け

て
妨
害
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
試
合
で
は
相
手
の
進

路
を
ふ
さ
ぐ
た
め
に
、
強
烈
な
ぶ
つ
か

り
あ
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
車
い

す
で
進
路
を
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
え
ば
、

そ
れ
を
抜
く
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す

か
ら
、
マ
ー
ク
の
仕
方
も
独
特
で
す
。

先
を
読
ん
だ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
取
り
や
相
手

の
ス
キ
を
突
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

私
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
観
戦
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し

た
が
、
試
合
の
展
開
の
速
さ
も
一
般
の

も
の
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
と
て
も
早

く
、
非
常
に
見
ご
た
え
の
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
比
べ
る
と
ど
う
し
て
も
メ
デ
ィ
ア
の

露
出
が
少
な
い
た
め
、
見
る
機
会
は
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

こ
ん
な
に
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
る
と

い
う
発
見
が
で
き
た
こ
と
で
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
興

味
が
湧わ

い
た
よ
う
で
す
。
私
も
来
年
の

大
会
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
観
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員　

瀧
澤
秀
介

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

108

姉
妹
都
市
交
流
ツ
ア
ー

  
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

                                       

調
布
で
観
戦

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
会
開
催

　

８
月
17
日
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
研
修
会
in
木
島
平
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
導
入
し
、
木
島
平
型
小
中
一
貫

教
育
を
実
践
し
て
い
る
小
中
学
校
及
び
下

高
井
農
林
高
校
の
実
践
な
ど
の
成
果
を
共

有
し
あ
う
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員
と
小

中
学
校
の
教
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
加

え
て
、
午
前
中
は
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
木
島
平
こ
ど
も
カ
フ
ェ
に
よ
る
実

践
発
表
と
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平

会
と
村
民
出
身
者
に
よ
る
対
談
も
行
い
、

１
１
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
「
ふ
る
さ
と 

つ
な
が
り
合

う
私
た
ち
〝
今
と
こ
れ
か
ら
〟」
を
テ
ー

マ
に
、
12
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
熟
議
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、文
部
科
学
省
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
マ
イ
ス
タ
ー
の
岸き
し

裕ゆ
う
じ司
先
生
、

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
修
科
教
授
の

小こ
く
に国

喜よ
し
ひ
ろ弘

先
生
、
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島

平
会
前
会
長
の
藤ふ
じ
わ
ら
く
に
へ
い

原
國
平
さ
ん
、
日
䑓
村

長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

研
修
会
の
講
評
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
２
０
５
】

相手のスキを突く、

鋭いパスが試合の行方を左右します！
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普
通
救
命
講
習
会　

受
講
案
内　

　

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友
人

が
突
然
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
な
ら
何
が

で
き
ま
す
か
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
突
然
の
ケ

ガ
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
、バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー（
近

く
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
、
適
切
な
応
急

手
当
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
救
命
率
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
よ
り
多
く
の
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め｢

普
通
救

命
講
習
会｣

を
開
催
し
ま
す
。

◉
開
催
日
時

　

11
月
10
日
（
日
）　

午
前
９
時
～
正
午

◉
開
催
場
所

　

岳
北
消
防
本
部 

飯
山
消
防
署 

講
堂

◉
講
習
内
容

　

応
急
手
当
の
重
要
性
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め

　

た
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、
止
血
法
な
ど

◉
募
集
定
員　

30
人

◉
受
講
料　

無
料

◉
修
了
証

　

講
習
修
了
者
に
は
【
普
通
救
命
講
習
修

　

了
証
】
を
交
付
し
ま
す

◉
申
込
期
間　

11
月
１
日
（
金
）
ま
で

◉
申
込
み
・
問
合
せ

　

岳
北
消
防
本
部　

飯
山
消
防
署

　

☎
０
２
６
９ 

―  

６
２ 

―  

０
１
１
９

木島平小学校
６年１組①

No.204

全５号（９月号～令和２年１月号）にわたって、木島平小学校６年生の将来の夢を掲載します。

ス
タ
イ
リ
ス
ト

　

洋
服
が
好
き
で
、
色
々
な
洋
服

を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
好
き
。

　

自
分
の
組
み
合
わ
せ
た
洋
服

で
、
他
の
人

を
笑
顔
に
し

た
い
。

杉
原　

佳け
い

　
　
（
中
村
）

管
理
栄
養
士

　

料
理
が
好
き
な
の
で
、
管
理
栄

養
士
に
な
っ
て
、
も
っ
と
料
理
の

こ
と
を
知
り
、
色
々
な
献
立
を

考
え
た
い
。

髙
藤　

未み

う羽

　
　
（
平
沢
）

大
工

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
木
材
で
お
も

ち
ゃ
を
作
っ
て
く
れ
て
、
も
の
づ
く
り

が
好
き
に
な
っ
た
。
家
に
来
て
く
れ
た

大
工
さ
ん
の
よ

う
に
仕
事
を
し

て
み
た
い
。

芳
川　

知と
も
や
す康

　
　
　
（
庚
）

管
理
栄
養
士

　

ア
レ
ル
ギ
ー
で
食
べ
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
る
人
も
含
め
、
み
ん
な

で
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
食
事
を
考

え
て
、
み
ん

な
を
笑
顔
に

し
た
い
。

髙
藤　

由ゆ

う宇

　
　
（
南
鴨
）

英
語
関
係
の
仕
事

　

叔
母
が
英
語
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
て
憧
れ
た
。
自
分
で
も
英
語

を
習
っ
て
い
る
の
で
、
勉
強
を
し

て
が
ん
ば
り

た
い
。

藤
樌　

琉り
ゅ
う
や也

　
　
（
中
村
）

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
選
手

　

高
梨
沙さ

ら羅
選
手
の
よ
う
に
、
世

界
に
通
用
す
る
選
手
に
な
り
た
い
。

　

ま
だ
遠
く
に
飛
べ
な
い
の
で
が

ん
ば
り
た
い
。

山
﨑
詩じ

ゅ

い
由
衣

　
　
（
北
鴨
）
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賃　借　対　照　表

　　

当
事
業
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
全

体
と
し
て
緩
や
か
な
回
復
基
調
で
推
移
し

た
も
の
の
、
米
中
の
貿
易
摩
擦
の
影
響
で

後
半
に
か
け
て
回
復
基
調
は
純
化
し
ま
し

た
。
個
人
消
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、
衣
料

品
販
売
の
落
ち
込
み
な
ど
を
要
因
と
し

て
、
前
期
を
下
回
る
水
準
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

長
野
県
に
お
い
て
も
緩
や
か
な
回
復
傾

向
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
実
感
の
乏
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
第
27
期
事
業
計
画
に
基
づ

き
、管
理
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
で
は
、
12
月
の
オ
ー
プ
ン

日
が
、
雪
の
状
況
に
よ
り
若
干
遅
れ
て

し
ま
い
売
上
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。
１

月
か
ら
は
、
修
学
旅
行
、
各
種
団
体
の

大
会
、
55
周
年
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に

よ
り
、
昨
年
並
み
の
売
上
が
あ
り
ま
し

た
。
設
備
的
に
は
、
ス
キ
ー
場
内
の
看

板
を
更
新
し
外
国
人
対
応
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
ス
キ
ー
場
売
上
高
は
、

１
億
７
３
３
万
６
千
円
で
前
年
対
比
97
・

３
％
、
２
９
０
万
４
千
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島
平
で
は
、
ス

キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
修
学
旅
行
、各
種
団
体
、

ま
た
春
の
修
学
旅
行
等
が
増
加
し
、
売
上

高
は
２
億
９
９
４
８
万
１
千
円
、
前
年
対

比
１
０
５
％
、
１
４
４
４
万
１
千
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
で
も
、
夏
・

冬
の
団
体
が
増
加
し
て
売
上
は
増
と
な
り
、

売
上
高
は
３
５
５
７
万
７
千
円
、
前
年
対

比
１
０
４
・７
%
、
１
６
２
万
７
千
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

や
ま
び
こ
・
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
や
ま
び

こ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
担
当
者
が
不
在
と

な
っ
た
た
め
ク
ロ
ー
ズ
期
間
が
あ
り
、
売

上
減
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
ま
び

こ
の
丘
公
園
は
、
入
園
者
増
加
の
施
策
と

し
て
夏
休
み
前
の
２
か
月
間
の
入
園
料
を

無
料
と
い
た
し
ま
し
た
。
フ
ァ
ー
ム
で

は
、
昨
年
以
上
に
体
験
等
の
団
体
が
増
加

し
、
売
上
高
４
８
８
０
万
円
前
年
対
比

１
０
３
・
５
%
、
１
６
７
万
４
千
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

馬
曲
温
泉
は
、
昨
年
に
比
べ
来
場
者
が

減
少
し
売
上
高
は
、
５
１
８
６
万
４
千
円

で
前
年
対
比
96
・
５
％
、
１
８
３
万
８
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
社
全
体
の
売
上
高
で
は
、

５
億
６
５
６
６
万
４
千
円
で
前
年
対

比
１
０
１
・
６
％
、
９
１
７
万
６
千

円
増
と
な
り
、
売
上
総
利
益
は

４
億
１
０
３
５
万
３
千
円
で
前
年
対
比

１
０
０
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。
今
期
も
各

施
設
の
修
繕
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
い
な
が

第
27
期 

木
島
平
観
光
株
式
会
社

決 

算 

報 

告

 

木
島
平
観
光
株
式
会
社
の
第
27
期
（
平
成
30
年
６
月

１
日
～
令
和
元
年
５
月
31
日
）
の
決
算
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

科　目 金　額 科　目 金　額
（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流動資産 114,750,540 流動負債 65,620,844 
      現金・預金 95,465,823       買掛金 14,508,174 
      売掛金 14,960,738       未払金 38,487,197 
      商品 3,426,290       未払法人税等 5,225,800 
      貯蔵品 811,962       前受金 399,673 
      前払費用 85,132       短期借入金 7,000,000 
      未収入金 595 固定負債 40,000,000 
固定資産 76,127,285       長期借入金 40,000,000 
  有形固定資産 72,431,824 負債合計 105,620,844 
      建物 81,837,614 （ 純 資 産 の 部 ）
      構築物 2,477,844 株主資本 85,675,653 
      機械・装置 6,889,137   資本金 64,800,000 
      車両・運搬具 158,495,200   利益剰余金 22,875,653 
      工具・器具・備品 40,447,953     その他利益剰余金 22,875,653 
      減価償却累計額 △ 217,715,924       繰越利益剰余金 22,875,653 
  投資その他の資産 3,695,461   自己株式（△） 2,000,000 
      前払地代 1,495,461 
      協会負担金 2,200,000 
繰延資産 418,672 
      繰延資産 418,672 純資産合計 85,675,653 
資産合計 191,296,497 負債及び純資産合計 191,296,497 

（令和元年５月 31 日現在）　（単位：円）

決
算
の
概
要

大
変
厳
し
い

　
　

 

１
年
の
な
か
で
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損　益　計　算　書販売費及び一般管理費の内訳

ら
、
で
き
る
限
り
の
コ
ス
ト
の
軽
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
光
熱
水
費
で
は
、

燃
料
単
価
の
高
騰
に
よ
り
、
昨
年
対
比

１
３
３
６
万
６
千
円
の
増
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
結
果
、
当
期
に
お
け
る
減
価

償
却
前
で
は
経
常
利
益
は
１
３
０
万
９
千

円
で
す
が
、
減
価
償
却
費
を
計
上
し
た
最

終
で
は
、
経
常
損
失
８
０
７
万
６
千
円
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
期
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
コ

ス
ト
軽
減
に
努
め
な
が
ら
、
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
経
営
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
消
費
の

大
幅
な
回
復
が
見
込
め
な
い
な
か
、
尚
一

層
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
お
客
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、常
に
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
、

誠
心
誠
意
目
標
額
達
成
の
た
め
、
安
定
し

た
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

地
域
の
有
能
な
人
材
の
採
用
及
び
育
成
、

当
社
の
原
点
で
あ
る
、
地
域
経
済
の
再
生

や
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

科　目 金　額 金　額
売　上　高

      売上高 565,835,371 
      売上値引・戻り高 171,000 565,664,371 
売上原価
      期首棚卸高 2,785,594 
      当期商品仕入高 155,951,661 
      合      計 158,737,255 
      期末棚卸高 3,426,290 155,310,965 
      売上総利益 410,353,406 
人件費及び一般管理費 420,637,010 
      営業利益（損失） △ 10,283,604 
営業外収益
      雑収入 2,515,385 
      受取利息 825 
      受取配当金 2,498 2,518,708 
営業外費用
      支払利息 89,863 
      雑損失 39,197 129,060 
      経常利益（損失） △ 7,893,956 
      税引前当期純利益（損失） △ 7,893,956 
      法人税、住民税及び事業税 182,500 
      当期純利益（損失） △ 8,076,456 

科　目 金　額
      役員報酬 11,431,000 
      社員給与 70,366,000 
      社手当 7,988,526 
      賃金 82,520,852 
      法定福利費 15,669,334 
      福利厚生費 431,289 
      退職負担金 2,216,000 
      広告宣伝費 6,028,440 
      印刷製本費 2,137,289 
      販売促進費 3,621,878 
      消耗品費 13,867,183 
      光熱水費 99,615,376 
      修繕費 12,650,651 
      リース料 4,553,285 
      通信運搬費 4,306,107 
      旅費交通費 1,911,991 
      委託料 13,911,843 
      接待交際費 812,476 
      諸会費 7,102,806 
      保険料 1,604,470 
      車両費 8,258,670 
      会議費 215,435 
      賃借料 632,805 
      地代家賃 4,148,021 
      入湯税 2,959,000 
      動力費 11,616,610 
      リネン費 4,775,675 
      衛生費 371,472 
      租税公課 15,276,700 
      支払手数料 252,303 
      減価償却費 9,383,523 
      人件費及び一般管理費合計 420,637,010 

経営施設 売　上 前年度比

スキー場 107,336 千円 97.3％
2,904 千円 減

パノラマランド木島平 299,481 千円 105％
14,441 千円 増

シューネスベルク 35,577 千円 104.7%
1,627 千円 増

馬曲温泉 51,864 千円 96.5%
1,838 千円 減

やまびこの丘公園・

にこにこファーム
48,800 千円

103.5%
1,674 千円 増

木島平観光株式会社（全体）565,664 千円 101.6%
9,176 千円 増

（平成 30 年６月１日～令和元年５月 31 日現在）　（単位：円）（平成 30 年６月１日～令和元年５月 31 日現在）　（単位：円）

施設別売上　前年度対比

木島平観光株式会社　☎ 0269-82-4404

厳
し
い
状
況
で
も

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
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健　康

だより

血
圧
の
お
話
　
①
血
圧
の
分
類
が
変
わ
り
ま
し
た

健康福祉係
内線１２７

保健師
小林　彩

あ み

美

血 圧 の お 話
     ①血圧の分類が変わりました

　皆さん、自分の血圧はどのくらいか知っていますか。
　５年ぶりに高血圧治療ガイドラインが改正となり、血圧値の分類と降圧目標が
変わりました。
　「自分の血圧は正常な範囲だから大丈夫」と思っていても、実はもうすでに『正
常血圧』を超えているかもしれません。

血圧とは？

正常血圧の値

　血圧とは、「心臓から全身に送り出された血液」が、「血管の壁を押すときの圧
力」のことを指します。
　よく健診などで測定される血圧の値は、心臓から押し出される血液量 ( 心拍出
量 ) と、血管が収縮して血流が妨げられる血管抵抗、血管の弾力によって求めら
れています。

　今回の改正で、正常血圧の値は診察室血圧 “120/80mmHg 未満 ” と定義されま
した。（改正前は、140/90mmHg 未満でした。）
　この数値を上回ると、脳梗塞や心筋梗塞などの脳心血管病の発症率や、将来高
血圧へ移行する確率が高いことから改正が行われました。

（下表が新しい定義となります。）

120
80
65

最高血圧
（収縮期血圧）
心臓が縮み、
短い時間で強い
圧力がかかって
いるときの値

最低血圧
（拡張期血圧）
心臓が広がって
いるときの値

拡張期血圧（最低血圧）
80 90 100 110

正 常 血 圧

正常高値血圧

高値血圧

Ⅰ 度 高 血 圧

Ⅱ 度 高 血 圧

Ⅲ 度 高 血 圧

収
縮
期
血
圧（
最
高
血
圧
）

120

130

140

160

180

（mmHg)

（mmHg)

※次回は、家庭血圧について、お話しします。

家庭内血圧値では、
115/75mmHg が
正常血圧になります。
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第 12 回　村ぐるみ防災訓練が行われました

道の駅ファームス木島平で
お盆期間中の各種イベントが行われました

　道の駅ファームス木島平では、お盆期間中に毎
日イベントが開催され、大勢のお客様で賑わいを
見せていました。
　８月 18 日にはちびっこ大工イベントが行われ、
建前実演や、若手の大工さんたちのスタンプラリー
などを目当てに家族連れのお客様で賑わいました。

　８月 25 日、全村民を対象に、村ぐるみ防災訓
練が行われました。
　指定避難所である農林高校では、倒壊家屋から
の救助訓練をはじめ、炊き出しの訓練や、ダンボー
ルベッド体験などが行われました。

皆さんのまわりにある情報をお寄せ
ください。　政策情報係 / 内線 110

木島平村地域包括支援センター

包括だより

★健康福祉係　内線 125・126
★直通電話　　0269-82-4771

認知症を学び、
地域で支えよう！

月 21日は、世界アルツハイマーデー
　アルツハイマーは、認知症の原因の１つです。高齢化とともに、認知症の人は年々増えています。
　認知症の方やその家族が穏やかに暮らせる地域を目指して、認知症の理解をすすめましょう。

知症サポーター養成講座
　認知症を理解し、地域で支えてくれるサポーターを増やすため、村では認知症サポーター養成講座
を開催しています。
　地区の集まりや企業等への出張講座も行いますので、お気軽にお声がけください。

　認知症に関する相談は、地域包括支援センターで受け付けています。心配なこと、気になることが
あったとき、まずご相談ください。

９

認
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Shimotakai
 Nourin
　High
　 School

下
高
井
農
林
高
校　

掲
示
板
地
域
の
高
校
下
高
井
農
林
高
校
の
取
組
み
や

で
き
ご
と
を
紹
介
し
ま
す
。

牛乳・乳製品利用
料理コンクール

県大会

北信越
ブロック大会
意見発表会

第９回全国高校生
そば打ち選手権

大会

　

８
月
３
日
、
長
野
県
立
大
学
で
開
催
さ
れ

た
こ
の
大
会
に
、
本
校
か
ら
食
文
化
コ
ー
ス

の
渡
邉
愛ま

な

さ
ん
（
３
年
・
木
島
平
中
出
身
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
90
点
の
応
募

の
中
か
ら
書
類
審
査
で
選
ば
れ
た
、
８
人
に

よ
る
調
理
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
は
、「
栄

養
満
点〝
つ
く
ね
の
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
〟」で
す
。

つ
く
ね
は
、
と
り
肉
と
豆
腐
を
使
っ
て
柔
ら

か
く
仕
上
げ
、
味
付
け
に
信
州
み
そ
を
用
い

ま
し
た
。
ま
た
、に
ん
じ
ん
や
ほ
う
れ
ん
草
、

し
め
じ
も
入
っ
て
お
り
、
見
た
目
に
も
色
合

い
が
よ
く
、
栄
養
満
点
の
ス
ー
プ
と
な
り
ま

し
た
。

　

学
校
の
調
理
室
と
は
違
い
、
最
新
の
調
理

設
備
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
手
際
よ
く
調

理
を
進
め
た
結
果
、
規
定
の
60
分
以
内
に
き

れ
い
に
盛
り
付
け
ま
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
見
事
に
優
良
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

８
月
22
～
23
日
、　

松
本
市
中
央
公
民
館

（
M
ウ
イ
ン
グ
）
を
会
場
に
、
新
潟
県
・
富

山
県
・
石
川
県
・
福
井
県
・
長
野
県
か
ら
県

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
生
徒
が
出
場
し
、
地
域

の
課
題
解
決
等
に
取
組
ん
だ
研
究
成
果
を
発

表
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
と
、
高
校
の

農
業
等
の
学
び
の
中
か
ら
見
つ
け
た
目
標
の

実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
ま
と
め
た
て
発
表

す
る
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
萩
原
武た

け
る隆

く
ん
（
３
年
・

木
島
平
中
出
身
）
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
分
野
に
出
場
し
、「
伝
統
産
業
（
小
沼
ほ

う
き
）
伝
承
者
と
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

熱
い
思
い
を
発
表
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
全
国
大
会

に
一
歩
及
ば
ず
優
秀
賞
で
し
た
が
、
小
沼
ほ

う
き
の
伝
承
者
と
し
て
現
在
は
９
月
７
日
に

本
校
で
開
催
す
る
「
ほ
う
き
サ
ミ
ッ
ト
」
の

成
功
に
向
け
て
、
今
ま
で
以
上
に
熱
く
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

東
京
都
の
浅
草
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会

に
、
そ
ば
班
の
６
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
夏
休

み
中
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
普

段
の
練
習
会
場
と
は
違
い
、
水
加
減
に
苦
労
し

な
が
ら
も
、
い
つ
も
の
ペ
ー
ス
で
イ
キ
イ
キ
と

そ
ば
打
ち
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
個
人
・
団
体
と
も
入
賞
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
顧
問
の
盛
田
先
生
は
、「
ど
ん

な
に
暑
い
日
で
も
練
習
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組

み
、
技
術
面
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
に
も
気

を
配
り
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
た
選
手
達
に
拍
手
を
送
り
た
い
。
今
後

も
、
そ
ば
班
と
し
て
の
成
長
を
様
々
な
と
こ
ろ
で

披
露
し
な
が
ら
、活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

こ
こ
ま
で
ご
家
族
の
支
え
や
先
生
方
、
友
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
々
、
応
援
し
て
頂
い
た
多
く
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
も
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

駐 在 所
だ よ り

木島平村駐在所
☎ 0269-82-4137

　

昨
年
９
月
～
10
月
、
県
内
で
は
き
の
こ

採
り
目
的
で
入
山
し
道
に
迷
っ
た
り
、
急

斜
面
を
滑
落
し
て
死
傷
し
た
り
す
る
遭
難

が
多
発
し
ま
し
た
。

　

遭
難
防
止
の
た
め
に
次
の
こ
と
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
入
山
場
所
・
予
定
を
家
族
に
伝
え
る

　

家
族
か
ら
捜
索
願
い
が
出
さ
れ
て
も
、

入
山
場
所
が
特
定
で
き
な
い
と
、
捜
索
は

困
難
で
す
。

②
携
帯
電
話
や
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
持
参

　

携
帯
電
話
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
連

絡
手
段
で
す
。
必
ず
携
帯
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
Ｏ
Ｎ
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
万
が
一
に
備
え
て
防
寒
着
や
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。

③
急
な
斜
面
に
入
り
込
ま
な
い

　

き
の
こ
採
り
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
急

斜
面
に
入
り
込
ん
で
滑
落
し
、
死
傷
す
る

ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不
用
意
に

遭
難
防
止
に
ご
協
力
を
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若槻 徳
のりみち

道
巡査部長

寺田 久
ひさのり

徳
巡査

木 島 平 村 駐 在 所
遭難防止にご協力を

危
険
な
崖
や
斜
面
に
入
り
込
む
こ
と
の
な

い
よ
う
周
囲
に
注
意
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

④
単
独
入
山
・
単
独
行
動
を
控
え
る

　

単
独
で
の
入
山
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
発

生
の
際
救
助
要
請
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
に
、
複
数
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
複
数
で
入
山
し
て
も
仲
間
と
は
ぐ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
お
互

い
に
声
の
届
く
範
囲
で
行
動
し
て
く
だ
さ

い⑤
ク
マ
な
ど
の
野
生
動
物
に
注
意
を

　

山
中
で
は
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
に
襲
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

音
の
出
る
物
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
は
９
月
21
日
（
土
）
～
30
日
（
月
）

の
10
日
間
で
す
。

　

長
野
県
の
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
思

い
や
り　

乗
せ
て
信
濃
路　

咲
く
笑
顔
」
で

す
。
村
民
一人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
運
転
に
努

め
、
村
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
交
通
運
動
実
施

野沢温泉村

　栄　村

飯　山　市 第 19 回いいやま花フェスタ～寺町花街道～

道の駅　野沢温泉　オープン

秋山郷　夢
ゆ め ほ

灯

　「寄せ植え」や「ハンギング」など、飯山市愛宕町の雁木通りを中心に華やかに
演出します。　当日は、さまざまな花のブース展示とあわせ、講習会や出店、ナ
イトガーデンなどが開催されます。ご家族やお友達などお誘いあわせのうえお出
かけください。詳しくはお問合せください。
日時：10 月５日㈯  午前 10 時～ 10 月６日㈰  午後３時
場所：愛宕町　雁木通り（開催期間中、歩行者天国）
問合せ：飯山市花フェスタ実行委員会（市役所まちづくり課内）☎ 0269-62-3111

　８月 31 日、野沢温泉村虫生地区の国道 117 号線沿いに「道の駅 野沢温泉」がオー
プンしました。
　レストランでは野沢菜を使ったメニューが皆さまをお待ちしています。
　このほか、パン工房や農林産物直売所などもありますので、ぜひお立ち寄りく
ださい。
営業時間：午前９時～午後５時（水曜日定休）
問 合 せ  ：道の駅 野沢温泉　☎ 0269-67-0767

　2000 個以上のキャンドルをビュースポット天池の周辺や水面に浮かべ、
幻想的な灯りを楽しむイベントです。
　秋山郷の夢の灯が天池に反射する幻想的な世界をお楽しみください！
場所：秋山郷上野原地区「天池」
時間：午後５～９時
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９月
15

日
　

調
布
商
工
ま
つ
り　
　

敬
老
訪
問
（
～
16
日
）

　

調
布
市
バ
ス
ツ
ア
ー
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流

16

月
　

高
社
山
一
周
駅
伝
大
会

17

火
　

文
化
財
保
護
審
議
会　

15
時
30
分
～

18

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

　

学
校
運
営
協
議
会　

15
時
30
分
～

　

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会
実
行
委
員
会　

19
時
～

19

木
　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

20

金
　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
庚
区
）　

17
時
30
分
～

21

土
　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
運
動
会　

８
時
30
分
～

22

日
　

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

８
時
30
分
ス
タ
ー
ト

23

月

24

火
　

岳
北
地
域
の
高
校
の
将
来
を
考
え
る
協
議
会　

10
時
～

　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
～

25

水
　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

26

木
　

27

金
　

木
島
平
中
学
校
け
や
き
祭
（
～
28
日
）

28

土
　

市
民
農
園
稲
刈
り

　

調
布
・
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
稲
刈
り
ツ
ア
ー
（
～
29
日
）

29

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

30

月

村
税
等
口
座
振
替
日

村
税
等
納
付
期
限

敬
老
の
日

秋
分
の
日

９月の村税等の口座振替日は９月25日（水）です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

伝
言
板

県
下
一
斉

司
法
書
士
無
料
相
談
会

◉
日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
～
４
時

◉
場
所　

木
島
平
村
農
村
交
流
館

◉
内
容　

　

家
・
土
地
・
相
続
・
家
族
・
借
金
・

　

日
常
生
活
の
も
め
ご
と　

な
ど

◉
予
約　

不
用

◉
問
合
せ　

長
野
県
司
法
書
士
会　

　

☎
０
２
６
９ 

― 

２
３ 

― 

４
５
６
４

　
（
白
井
事
務
所
）

　

公
証
制
度
と
は
、
法
律
的
紛
争

を
未
然
に
防
止
し
、
法
律
上
の
権

利
や
義
務
を
明
確
に
し
安
定
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
証
書
の
作
成

等
の
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を

公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度
で
す
。

　

法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会

で
は
、
毎
年
10
月
１
日
か
ら
１
週

間
を
公
証
週
間
と
定
め
て
い
ま
す

の
で
こ
れ
を
機
会
に
、
制
度
の
正

し
い
理
解
と
利
用
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◉
問
合
せ　

長
野
公
証
人
合
同
役
場

　

☎
０
２
６ 

― 

２
３
４ 

― 

８
５
８
５

公
証
週
間
に
つ
い
て

長
野
県
技
術
専
門
校

２
０
２
０
年
度
訓
練
生
募
集

　

県
下
６
つ
の
技
術
専
門
校
で

は
、
２
０
２
０
年
度
入
校
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

◉
受
付
期
間

 

○
普
通
課
程

　

・
推
薦　

10
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　

17
日
（
木
）

　

・
一
般　

11
月
５
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　

21
日
（
木
）

 

○
短
期
課
程

　

・
12
月
９
日
（
月
）
～

　
　

令
和
２
年
２
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
～
４
時

◉
問
合
せ　

長
野
県
人
材
育
成
課

　

☎
０
２
６ 

― 

２
３
５ 

― 

７
１
９
９

　

林
退
共
は
、
昭
和
57
年
に
発
足

し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。

　

以
前
林
業
に
従
事
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
当
時
林
退
共
に
加
入
し

て
い
て
退
職
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３ 
― 
６
７
３
１ 

― 

２
８
８
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林

退
共
）
の
退
職
金
請
求
を

もったいない情報

ゴミの減量化作戦

生ゴミの水切り徹底　ギュッとひと絞り

譲ってください
・シニアカー

譲ります
・マッサージチェア   ・そり
・三輪車（子ども用） ・スキー
・ジュニアシート
・全身指圧温熱マッサージ機
・ベビーバス

　生活環境係に連絡いただくと、登録者
をご紹介しますので、当事者間で交渉を
行ってください。なお、交渉成立後に生
じた問題は当事者間で解決してください。
　掲載期間が６か月を経過した品物は、
ふう太ネットでご確認ください。

【生活環境係　内線１２２】

エコパーク寒川
燃やせる

ごみ処分量
令和元年８月 平成 30 年８月 前年同月比
85,280kg 82,870kg 103％

燃えない
ごみ処分量

令和元年８月 平成 30 年８月 前年同月比
3,310kg 4,500kg 74％

燃やせるごみ処分量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。
ルールを守り、気持ち良くゴミを出しましょう。
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10月

公
民
館
関
係
の
行
事
は
26
ペ
ー
ジ「
こ
よ
み
」

社
協
関
係
の
行
事
は
31
ペ
ー
ジ
「
社
協
の
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

1

火

2

水
　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
12
時

3

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

4

金
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会　

16
時
～

5

土

6

日
　

深
大
寺
稲
刈
り
の
儀

7

月

8

火

9

水
　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
中
村
区
）　

19
時
～

10

木

11

金

12

土
　

長
野
県
保
育
研
究
大
会
（
～
13
日
）

13

日
　

い
～
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
in
調
布

14

月
　

中
学
生
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
訪
問
交
流
事
業
（
～
21
日
）

15

火

広
報
配
布
日

体
育
の
日

【９月 20 日（金）～ 10 月 19 日（土）】

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 33 野沢温泉村 0 1 28 その他 0 0 7

飯山市 1 0 102 栄村 0 0 13 《合計》 1 1 183

件 件 件 件 件件 件件 件８月の出動件数（岳北消防本部）

受付：13：00 ～ 13：30
会場：保健センター
☆ヒブ・肺炎球菌：９月 30 日（月）
☆四種混合：10 月７日（月）
☆ B 型肝炎：10 月18 日（金）

日にち：10 月３日（木）
時間：９：00 ～ 11：00
会場：保健センター

子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園のプレールーム
を開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　９：00 ～ 11：30

場所：おひさま保育園プレールーム
 ９月 20 日（金）　９：45 から
　絵本とのふれあい
 ９月 26 日（木）　９：45 から
　外遊びを楽しもう（園庭開放）
 10 月1日（火）　９：45 から
　親子ふれあい遊び
 10 月８日（火）　９：45 から
　保育園見学と園長先生のお話
 10 月15日（火）　９：45 から
　栄養士 香里先生の食育教室

予 防 接 種

子ども健康相談

おひさま広場 おひさま教室

消したよね 人にまかせず 自分の目

高社山山頂リフト
９月 15 日（日）、16 日（月）、
　　 21 日（土）～ 23 日（月）
10 月 12 日（土）～ 14 日（月）

高原シャトル便
９月 15 日（日）、 21 日（土）、 22 日（日）、
　　 28 日（土）、29 日（日）
10 月 5 日（土）、6 日（日）
　　12 日（土）～ 14 日（月）
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16日（月・祝）
　高社山一周駅伝大会
（山ノ内町役場出発、中高地区管内）
17日（火）
　運動教室「正しく身体を整えましょう」①   　　

（農村交流館）
21日（土）
　こどもスポーツ教室「ティーボー　

）ドンウラグ央中（ 　　　　②」ル　
22日（日）
　北信州ハーフマラソン

（野沢温泉～木島平～飯山）
24日（火）
　星空観察会②　（根塚遺跡付近）
28日（土）
　育成会ドッヂビー大会（村体育館）
29日（日）
　下高井郡球技大会（村内各会場）

９月

２日（水）
　せっこ塾⑥現地研修「根塚遺跡と
　 ）館流交村農び及地現 （」社神元水山
３日（木）・15日（火）・31日（木）
　運動教室「正しく身体を整えましょう」
　②③④ 　　　　　　　 （農村交流館）
５日（土）
　ふるさと探検隊「俳額と句碑」

　　　　　（村内）
５日（土）・19日（土）
　こどもスポーツ教室「ミニテニス」
　①②　　　　　　　（村体育館）
10日（木）
　季節の郷土食講座③「秋野菜」

（保健センター）
20日（日）

）ドンウラグ央中（ 　  会動運民村　
26日（土）

）他ータンセ者若（ 　　　祭民村　
27日（日）
　歴史講演会「中世の鷹狩」

（農村交流館）
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（※写真は「木島平文化財かるた」を使用しています。回答は、28ページにあります。）

No.4

　　　大塚の北に朝
あさひ

日ゴウロ古墳があります。この古墳は、いつ頃造られたでしょうか。
　　　（①1500～1600年前、②1800～1900年前、③1900～2000年前、④1000～1100年前）
問９

　　　中町にある大龍寺参道の杉の木は巨木として有名です。さて、この杉の木は
　　　何本あるでしょう。
　　　（①6本、②8本、③9本、④11本）

公 民 館 報　2019.9（No.520）

きじま平再発見 ～木島平検定に挑戦しよう～

朝日ゴウロ　田んぼの実り　見守って

木島平
検 ！定

思い出の写真 木島平中学校卒業アルバム（2014.3）から　写真提供：山崎フォトス
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※「出身地区」は、中学校卒業時点のものです。

　午前中開催となって 3回目を迎える村民運動会です。出場される方は
もちろん、ご家族の皆さん他、ひとりでも多くのご参加をお願いします。
　詳しくは 9月号の折り込みチラシをご覧ください。
　　　問合せ：農村交流館　☎ 0269-82-2041

のお知らせ ところ　ケヤキの森公園中央グラウンド
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問９　① …大塚北側の水田に大きなエノキの木があり、その
　　　　　　　　　　　根元にこの古墳があります。出土品からこの時代
　　　　　　　　　　　のものと推定されています。

きじま平再発見～木島平検定に挑戦しよう～
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　②８本…記録によると大龍寺は1565年に建てられました。この杉の巨木
　　　　　　　は、樹齢推定300年とされ、太さ３m、高さは35ｍほどあります。
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大いに盛り上がったオープニングイベント

楽しく踊る参加者

Team.M☆ J.grow

Beat ☆ Hearts

RI・ZU・MU

3チーム合同

村消防団ラッパ隊・ファンファーレ隊

中町

内山

優秀連　中村
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ふう太ネットでの図書館だよりは、毎月第1月曜から1週間「日刊ふうタイム」で放送しています。
時間は、以下のとおりです。
7：00　8：00　9：00　12：00　15：00　18：00　21：00　22：00　23：00

お知らせ

29

おすすめの一冊

「手紙屋」

　就職活動を始め働くことの意義を考えこんでしまった主人公が、喫茶店から「手
紙屋」なる人の手紙を受け取るところから物語は始まります。そこには、「はじ
めまして、手紙屋です。手紙屋一筋十年。きっとあなたの人生のお役に立てるは
ずです。私に手紙を出してください。」と。不思議な手紙。返事を出したことに
よって、その後の考え方や生き方が変わり、就職を決めていきます。「物々交換」
「思い通りの人生を送る」「自分の向いていることを探さない」「急がば回れ」「自
分を磨き、行動する」など十通の手紙をもらいます。最後に夢を叶えることがで
きなかった人は「私には才能がなかった」といい、叶えた人は「どうしてもやり
たいことを、情熱をもって続けてきた。」というと教えられます。
　思春期の子どもたちが何のために勉強するのか、就職するのか、どんな人生を送りたいのかを考えるきっか
けになる本だと思います。自分らしく生きたいあなたへ、明日を変えるのは自分次第だよと新しい視点に気づ
かせてくれることでしょう。読書が得意でないわが子も一気に読んだほど読みやすい自己啓発本です。

図書館だより
著者　喜多川　泰

☆新着図書☆

☆児童図書☆
みんなでたのしむ もりのえほん（安野光雅）　あついあつい（垂石眞子）　いきもの漢字図（えざきみつる）

～僕の就職活動を変えた十通の手紙～
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丸ナスのおやき（12～16個分）
［材料］
皮　中力粉300g、砂糖大さじ１、塩少々、
　　水200g、打ち粉（中力粉）、サラダ油
　　大さじ2
あん 丸ナス4、味噌80g、砂糖25g（お好みで）、
　　一味唐辛子（お好みで）
［作り方］
①ボールに中力粉、水、砂糖、塩を入れてよくこ

ねる。まとめてふたをして、夏場は３０分ほど、
冬場は１時間以上寝かす。

②　味噌と砂糖を混ぜる。好みで一味唐辛子
を入れる。丸ナスは１．５ｃｍ程度の食べやす
い厚さで輪切りにする。

③　寝かせた生地を１２～１６個に切り分けそ
れぞれを丸める。

④　生地を伸ばし、そこに味噌と丸ナスをのせ
て包む。

⑤　フライパンに油をひき、表面に焼き色がつ
くまで火を通す。そのあと蒸し器で２０分蒸し
て出来上がり。

（紙面の都合で紹介はおやきのみです）

座
講
食
土
郷
の
節
季

木島平中学校　教頭  武田　光枝

むらさきのスカートの女（今村夏子）　渦妹背山婦女庭訓 魂結び（大島真寿美）　お江戸けもの医 毛玉堂（泉ゆたか）
新酔いどれ小藤次 15 鑓騒ぎ（佐伯泰英）　営繕かるかや怪異譚その弐（小野不由美）　金庫番の娘（伊兼源太郎）　
夏の騎士（百田尚樹）　時喰監獄（沢村浩輔）　鎌倉うずまき案内所（青山美智子）　夢見る帝国図書館（中島京子）　
五つ数えれば三日月が（李琴峰）　化物蝋燭（木内昇）　途中下車はできません（山本巧次）　呼吸する町（黒木渚）
日本一おかしな公務員（山田崇）　古地図で楽しむ信州（笹本正治）　おいしい彩り野菜のつくりかた（藤目幸擴）
イネの生理と栽培（農文協）　暴力は絶対だめ！（アストリッド・リンドグレーン）　アスパラガス採りっきり栽培（元木悟）
おやきの教科書（小出陽子）　



　

９
月
１
日
、
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室
と

芝
生
広
場
を
会
場
に
、
総
勢
76
人
で
「
多

世
代
交
流
事
業
こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
例
年
以
上

に
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

竹
箸
づ
く
り
と
流
し
そ
う
め
ん
を
行
い
ま

し
た
。

　

竹
箸
づ
く
り
で
は
、
原
大
沢
の
竹
鄭
良

朝
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
数
日
前
に

竹
林
か
ら
竹
を
選
び
、
切
り
出
し
て
く
る

所
か
ら
作
業
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て

い
る
中
で
、
危
険
が
無
い
よ
う
に
紙
や
す

り
を
使
い
、
一
生
懸
命
竹
を
削
っ
て
箸
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
難
し
か
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
」「
普

段
で
き
な
い
体
験
が
出
来
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
　
　

し
た
。

　
　
　
　
　

竹
箸
づ
く
り
終
了
後
は
、
い

　
　
　
　

よ
い
よ
子
ど
も
達
が
楽
し
み
に

　
　
　
　

し
て
い
た
流
し
そ
う
め
ん
。
参

　
　
　
　

加
さ
れ
た
男
性
を
中
心
に
、
子

　
　
　
　

ど
も
達
も
一
緒
に
流
し
そ
う
め

　
　
　

ん
の
台
を
組
み
立
て
、
作
っ
た
竹

箸
で
流
し
そ
う
め
ん
を
頂
き
ま
し
た
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
あ
げ
た
流

し
そ
う
め
ん
は
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

参
加
人
数
が
多
い
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
で
楽

し
い
交
流
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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 さ
わやか笑顔さん

小柗　章さん（柳久保）
昭和12年11月生まれ
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百
姓
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
が

楽
し
み
で
す
。

こ
の
ゆ
び
と
～
ま
れ

令
和
元
年
度
多
世
代
交
流
事
業
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赤い羽根
共同募金

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
配
分
金

配
分
団
体
公
募
し
ま
す
！

　

地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
住
民
と
と
も
に
つ
く
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

配
分
金
上
限　

20
万
円

対
象
事
業　

避
難
所
用
備
品
整
備
事
業（
テ
ン
ト
、無
線
機
、発
電
機
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
）他

申
請
受
付　

11
月
20
日
ま
で　

問
　

合
　

せ　

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会 

電
話
０
２
６
９

－

８
２

－

４
８
８
８

開催のお知らせ
【と　き】10月26日（土）

ダンス、踊り、カラオケ、楽器演奏、合唱などなんでも大歓迎 !! みんなで楽しみましょう。
出演希望の方は、社会福祉協議会（電話 :82 － 4888）まで

就
労
継
続
支
援（
Ｂ
型
）事
業
所

事業所
紹介

つ
く
し
の
家

ふれあい広場 バザーやステージ発表、各
種模擬店など

催し物がたくさんあります
。

みなさまのお越しをお待ち
しております!!

ふれあい
ステージ
出場者
募集中 !!

【ところ】デイサービス
　　　　　センター周辺

社協の予定 9/15 ～ 10/31

９/18㈬
　

○心配ごと相談（相談員…人権擁護委員・民生児童委員）
○ふれあいランチ

９/29㈰ ○ i i 出会い in 北信州「なちゅらるコン」

10/２㈬ ○心配ごと相談（相談員…人権擁護委員・民生児童委員）
○ふれあいランチ

10/16㈬ ○心配ごと相談（相談員…行政相談委員・人権擁護委員・民生児童委員）
○ふれあいランチ

10/26㈯ ○ふれあい広場

あたたかい善意
●ご寄附
瀧澤　義一　様

車椅子　１台
　この他にも、たくさんの方か
ら野菜や日用品のご寄附をいた
だきました。皆さまからのご厚
意に感謝いたします。

　

つ
く
し
の
家
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
一
般
就
労

に
向
け
て
働
く
こ
と
に
慣
れ
る
た
め
、
自
分
の
で

き
る
作
業
を
し
て
収
入
を
得
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

障
害
者
の
方
た
ち
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
見
つ
け

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
日
々
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

作
業
内
容
は
、
公
共
施
設
の
清
掃
・
内
職
作
業
・
さ
を
り
織
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
は
、
花
の
栽
培
も
始
め
、
他
に
も
色
々
な
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

つ
く
し
の
家
の
商
品
は
、
つ
く
し
の
家
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ー
ム

ス
木
島
平
内
に
あ
る
道
の
駅
「
農
産
直
売
所
」
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

「
た
か
や
し
ろ
」
食
彩
市
場
「
た
る
川
」
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

足
踏
み
の
平
織
り
機
で
織
っ
て
い
き
ま
す
。

　

好
き
な
糸
・
好
き
な
色
を
使
い
、
気
持
ち
の

お
も
む
く
ま
ま
に
織
っ
て
い
く
。

　

同
じ
物
は
作
れ
な
い
た
め
、
一
点
物
の
商
品

に
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
織
り
手
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た

製
品
で
す
。

さをり織り
とは



樋口　由
ゆ め

芽ちゃん

平成 29 年１月３日生まれ

300

（高石／直
な お き

樹さん・恵
え り か

里香さん）

ごめいふくをお祈りします

　  ８. ８          中　町　     小松　康
や す ひ ろ

宏　　　 （52）
　  ８. 13          糠　千　     山﨑　昭

あきら

　　　　 （91）
　  ８. 15          中　島　     持田みはる　　　 （90）
　  ８. 18          中　村　     岡本つる江

え

　　　 （93）
　  ８. 18          稲　荷　     小野澤睦

む つ こ

子　　　 （76）
　  ８. 27          中　村　     丸山　福

ふくぞう

蔵　　　 （94） ２歳くらいのお子さんを大募集！
ご応募されたご家庭には、DVDまたはBlue-rayDiscの
どちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。
詳しくは政策情報係（内線111）までご連絡ください！

　

傷
害
事
件
や
死
亡
事
故
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
「
あ
お

り
運
転
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
お
り
運
転
と
い
う
違
反

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
車
の
交
通
を
妨
げ
る
目
的
で
車
間
距
離

を
詰
め
る
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
、
車
線
変
更
を
行
う
な
ど
の

違
反
の
総
称
で
す
。

　

昨
年
の
車
間
距
離
保
持
義
務
違
反
件
数
が
前
年
に
比
べ
て
１
・

８
倍
に
急
増
し
た
そ
う
で
す
。
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
に
よ
り
違
反
を

実
証
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
売
れ
行
き
が
伸
び
て
い
ま
す
が
、
犯

罪
や
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
は
数
多
く
あ
り
ま

す
。
ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
確
認
な
ど
に

は
便
利
で
す
。
し
か
し
、
誰
が
、
ど
こ
に
い
る
の
か
調
べ
る
こ
と

に
も
使
え
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
至
る
所
に
あ
り
、
事
件
解
決
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
画
像
も
映
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
ど
う
見
え
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
す
。
電
車
内
で
痴
漢
行

為
を
行
っ
た
人
に
印
を
つ
け
る
シ
ャ
チ
ハ
タ
ま
で
売
り
出
さ
れ
ま

し
た
。
満
員
電
車
に
乗
っ
た
ら
、
ど
こ
に
手
を
置
け
ば
い
い
の
か

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
犯
罪
や
事
件
に
は
巻
き
込

ま
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
自
分
の
何
気
な
い
行
為

を
疑
わ
れ
な
い
た
め
の
用
心
も
必
要
で
す
。

　

車
間
距
離
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
明
確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
速
50‌

km
で
は
35
ｍ
、
時
速
１
０
０
km
で
は
１
０
０
ｍ
以
上

が
必
要
と
の
こ
と
。日
ご
ろ
車
間
を
詰
め
て
運
転
し
が
ち
な
人
は
、

そ
の
つ
も
り
が
無
く
て
も
前
の
車
が
、
あ
お
り
運
転
と
感
じ
、
ト

ラ
ブ
ル
を
招
き
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
自
分
の
違
反
を
証
明

す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

世帯と人口 ９月１日現在
（平成 27 年国勢調査に基づく推計値）

2,126（―9） 2,276（―8） 4,398（－17）1,584（―5）

　
大
好
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み
で
、
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
ご
っ

こ
を
見
せ
て
く
れ
た
由
芽
ち
ゃ
ん
。

　
来
年
の
入
園
ま
で
に
オ
ム
ツ
が
取

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

８月届出分動きの人人人人
こんにちは赤ちゃん

※敬称は省略しています

　 ８．４         中　村　　　　  宮嶌　虹
な な ほ

帆　（洸
こう

・優
ゆ う こ

子）
　 ８．15          稲　荷　　　　  佐藤　睦

む う と

飛　（仁
ひ と し

史・美
み ゆ き

由紀）

あ
お
り
運
転

村
長
ひ
と
こ
と
（
49
）

自然劇場

◆令和元年 ９月 13 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 973 番地の 1  ☎ 0269‐82‐3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

木
島
平
村
長　

日
䑓 

正
博

    誕生日　　   集　落　　　　  　氏　　名         父・母

広報・村公式ウェブサイトの広告募集中

～暮らしに役立つ広告をお待ちしています～

　村では、「広報きじま平」、「村公式ウェブサイト」
への広告を随時募集しています。
※料金や広告のサイズなど、詳しくは政策情報係
　（内線１１１）までお問合せください。
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